きもの知恵袋・夏
涼しさを呼び込む
着付けの工夫
７月と８月は、着物好きにとってうれしくもあり悩ましくもある季節。浴衣や薄物といった、この時期ならではの着物を楽しめる半面、暑さ対策が必須になるからです。
吹き出す汗をどうしたらいい？涼しく着付けるコツってあるの？　その答えを求めて、京都の老舗呉服店「ささもと」を訪問。若女将の笹本千絵さんに、盛夏の着付けワザを伺いました。
涼しく着るポイントとして、笹本さんが真っ先にあげたのは「二部式の帯」です。これは胴に巻く部分とお太鼓の部分を切り離した帯。通常の帯よりも簡単に締められるため、着付け時間が短縮できます。
[bookmark: _GoBack]「夏はとにかく着付け中にも汗が出ますから、短時間でサッと着ることが大事です。そのため、夏に普段使いする帯はほとんど二部式にしています」
二部式の帯は重なる部分も少なくなるので、着ていても蒸れずに涼しいのだそう。
続いてのポイントは、「麻の素材」を上手に使うこと。
「麻はさらっとした肌触りが心地よく、洗ってもすぐ乾く利点があります。半襦袢などの下着はもちろん、足袋も麻にすると足元から涼しいですよ」
麻のステテコも、汗が着物に移るのを防いでくれる必需品。メッシュの帯板など、通気性のよい小物を選ぶことも大切だといいます。
最後のポイントは「紐を減らす」こと。紐や伊達締めの数を少なくすると風が通りやすくなり、無駄な汗をかかずに済むそうです。
「皆さん着崩れを心配されますが、夏の着物は滑らない素材が多いので、案外大丈夫なんです」
気になる補正ですが、汗を吸い取る役目があるため、普段通りきちんとするのがお勧めとのことでした。笹本さんのアドバイスを参考に、自分なりの涼しい着付けを見つけましょう。

イベントレポート
第３回はきもの講座
『職人が語る下駄の魅力』
６月10日、東京浅草の和装履物専門店「坂田や」で、第３回のはきもの講座が開催されました。毎回人気の講座ですが、今回は特に申し込みが多く、定員を超える大盛況となりました。
講師はベテランの下駄職人、唐沢亮二さん。柔らかな語り口で、下駄の歴史、種類、構造、製作過程などを説明していきます。続いて行われた作業のデモンストレーションでは、細やかな手仕事と珍しい道具の数々に、参加者から感嘆の声が上がりました。
「下駄の楽しさは、台と鼻緒の組み合わせにもあるんです」と唐沢さん。実際にさまざまな素材や色柄を合わせながら、表情の違いを見せてくださいました。
特に好評だったのが、畳表の台に縞の鼻緒を挿げた下駄。畳表は素足にやさしく、縞は足元を爽やかに演出してくれます。前坪の渋い赤にも江戸の粋を感じました。
講座の締めくくりは、履き方と歩き方の指南。カランコロンと鳴らす歩き方に数名が挑戦して、大いに盛り上がりました。
